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◇第 68回三大学対校陸上競技大会（旧三商大戦）◇ 
2018 年 7 月 21 日（土) 於 服部緑地公園陸上競技場 

 【総合成績】 

 各種目 1 位 5 点～5 位 1 点 、大会新記録 5 点加算 

リレーは 1 位 6 点、2 位 3 点、3 位 0 点 

【対校の部】 

主将 神田 実(3) 

優勝し、昨年のリベンジを果たすことを目標に掲げ、三商戦に臨みましたが、結果としては大阪市立大学に２年連続優

勝を譲ることとなりました。 

悔しい結果ではありますが、これが現時点での実力であることは認めざるを得ません。現状を受け止めた上で新たな

目標を段階的に設定し、着実に力をつけられるよう、チーム一同より一層努力に励んで参ります。 

今後ともご指導ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。 

 

【優勝者より】 

小西 満(3) 走高跳 

3 年目にして優勝できたことに喜びを感じています。 

2 年間自分の思うように跳べなかったことが心残りだっ

たのでよかったです。今シーズンまだまだ頑張っていきま

す。 

高畑大地(2) 円盤投 

目標としていた優勝ができてよかったです。しかし 

記録は全く満足のいくものではなかったのでさらに 

練習を積みたいと思います。来年も期待してくださ

い。 

 

小西 満(3)  走高跳 １ｍ９３ 自己新 

種目名 1位 2位 3位 4位 5位 6位
100ｍ 浅沼　優斗（3)一 小林　大航（2)大 小口　智毅（4）一 宮本　浩翼（1）大 近藤　佑哉（4）神 喜多　政天（2）神
(-1.0) １０”７８ １０”８１ １０”８７ １０”９４ １０”９８ １１”０１
400ｍ 松本　倫太郎（3)大 高柳　正徳（3）神 徳田　和優（3）大 南部　慎（3）神 松原　息吹（3）一 斎藤　広武（3）一

４８”４１ ４８”８７ ４９”９１ ５０”２１ ５０”５４ ５１”２５
1500ｍ 矢守　志穏（3)大 大倉　和樹（3）一 福宮　凪人（2)大 郷原　一眞（2）神 高島　良平（3)一 湯浅　賢（2)神

４’０５”７１ ４’０８”１３ 4"10'78 ４’１３”４５ 4'16"12 ４’３０”８４
5000ｍ 高島　良平（3）一 平井　大誠（3）神 桂　翔太（4）神 山口　雄大（3）一 平松　晃輝（2）大 伏本カーディン（3）大

１６’１１”１０ １６’１１”３８ １６’２３”７７ １６’２９”０２ １７’１３”８５ DNF
110ｍH 福田　将太（2）大 山口　大地（3）神 佐藤　勇介（2）一 徳田　和優（3）大 花崎　仁実（2）神 池野　和（3）一

(＋０．９) １４”９５ １５”２４ １５”５３ １５”７２ １６”１３ １６”２７

大村　隆人(3) 松本　倫太郎(3) 喜多　政天(2) 近藤　佑哉(4) 浅沼　優斗(3) 恒松　玲央(3)
小林　大航(2) 小田原　陣(1) 高柳　正徳(3) 野崎　佑一(2) 朝田　航平(2) 小口　智毅(4)

走高跳 小西　満（3）神 阿保　朗楽（3）一 中山　直史（4）一 鳥海　直人（3）大 金澤　佳緯（3）神 源　識之相（2）大
１ｍ９３ １ｍ８５ １ｍ８０ １ｍ８０ １ｍ８０ １ｍ７０

棒高跳 金澤　佳緯（3)神 中山　直史（4）一 池野　和（3)一 西田 浩太郎（2）神 大村　隆人（3)大 小谷　圭亮（1）大
３ｍ７０ ３ｍ６０ ３ｍ００ ２ｍ４０（同率） ２ｍ４０（同率） ２ｍ１０

走幅跳 高松　稜（1）神 安達　智則（2）大 阿保　朗楽（3）一 鳥海　直人（3）大 金澤　佳緯（3）神 小口　智毅（4）一
７ｍ１２（＋０．５） ６ｍ８９（０．０） ６ｍ８８（－１．０） ６ｍ５６（－０．４） ６ｍ３７（－０．５） ６ｍ２０（－０．６）

砲丸投 藤林　良太（2）大 太田　康介（4)神 西村　拓海（4）神 奥井　優介（1)大 佐藤　勇介（2）一 田中　佑資（2）一
１２ｍ６４ １１ｍ５３ １１ｍ５０ １０ｍ７３ ９ｍ８９ ８ｍ９４

円盤投 高畑　大地（2）神 藤林　良太（2）大 太田　康介（4）神 中嶋　義貴（4）大 佐藤　勇介（2）一 阿保　朗楽（3）一
３５ｍ８８ ３４ｍ９３ ３３ｍ８２ ２９ｍ４６ ２４ｍ１２ ２３ｍ７９

やり投 田中　佑資（2）一 奥井　優介（1)大 西村　拓海（4）神 太田　康介（4)神 辻　智史（1）一 藤林　良太（2）大
５８ｍ４５ ５３ｍ６８ ５０ｍ２７ ４８ｍ９６ ４６ｍ７０ ４５ｍ６４

1位　大阪市立大学　１’２５”４６ＮＧＲ 2位　神戸大学　１’２７”１２ 3位　一橋大学　１’２７”１６
4×200ｍR

１位 ２位 ３位
大阪市大 神戸大 一橋大

総合得点 67.5点 62.5点 49点
トラック 　　41点　 　24点 24点

フィールド 26.5点 38.5点 25点
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      高畑大地(2)  円盤投 35m88 

金澤佳緯(3) 棒高跳 

暑い中、３種目目の跳躍で疲労も溜まっていましたが、

多くの方からいただいたアドバイスを元に自分の理想 

金澤佳緯(3) 棒高跳 3m70 自己新 

の跳躍に近い跳躍ができたと思います。２位の方とは 

実力も近く、なるべく早い本数での成功が求められ 

る中、3m70 を 1 本目から超えられたのは試合を楽しん

でいたのと、応援が盛り上げてくれたおかげだと思います。 

そして、結果的に跳躍 3 種目を全て神大が制覇でき、

本当に嬉しく思います。この経験を元に今後も精進します。 

 

高松 稜(1) 走幅跳 

怪我で練習不足の初試合で色々不安もありましたが調

整が上手くいって優勝することが出来ました。本番まで

ずっと跳べなかったのでイメージを固め、そして課題の

挟み込みを集中的に 1 週間で詰め込みました。まだま

だ上を目指せると思うので、来年は大会新で優勝した

いと思います。応援ありがとうございました。 

 

高松 稜(1) 走幅跳 7m12(+0.5) 大学初

                               

【 ＯＢ対校４×１００ｍ リレー 】 

37℃はあろうかという炎天下、神戸チームはメンバーの 

大半が１００ｍオープンに出場し 2 時間弱の間をおいて 

この日 2 本目の１００ｍ。しかし、1 走前川さんのダントツ

の走りでの貯金を山本、田代、今給黎各氏が守り切り 

大差を付けて危なげなく完勝。レース後は各チームのメ

ンバーが互いの健闘をたたえ合い来年の再会を誓い合

いました。 

 

◆来年度の開催地について◆ 

来年は大阪市立大学が主管校の予定ですが、再来年の 

東京オリンピックを避けるため来年は一橋大学を主管校 

に東京での開催を検討中です。 

 

 

 
丹羽　 徹(11) 依田泰吉(17) 椎木茂久(17) 平田明男(18) 大西秀典(21) 絹田清昭(21)
筒井博司(21) 仲田卓史(23) 保尾福三(23) 今給黎哲生(24) 中嶋　周(24) 湯本欣延(25)
田代雅彦(27) 森島茂夫(27) 矢野　猛(27) 山本達男(30) 野田俊弘(34) 片山浩一(35)

宮本勝巳(36) 山本了弘(36) 前川文紀(51) 上島啓之(52) 永田　 遼(65） 坂元亮介(66)

応援に駆けつけていただきましたＯＢ・ＯＧの皆さま
ご声援ありがとうございました！！（敬称略）

順位 所属 記録 【出場規約】
1位 神 戸 大 学 54"36 ・登録競技者であること
2位 一 橋 大 学 57”76 ・合計年令が200才以上であること
3位 大阪市立大学 1’01”59 ・最低年齢が35才以上であること

オープン 神 戸 大 学 58”70

（オーダー）

(前川文紀・山本了弘・田代雅彦・今給黎哲生)
(土屋克則・日渡 淳・船井康文・浜田健一郎)
(榮山剛史・中井秀昭・平山文夫・田中弘明)
(中嶋 周・森島茂夫・上島啓之・椎木茂久)
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第 68回三大学対校陸上競技大会（旧三商大戦）観戦記 
新 18回 平田明男 

 

今年の旧三商大戦は平成に入って恐らく初めて服部緑地で開催された。総合成績は大変残念なことに昨年

と同じパターンで最終種目の 4X200mRで大市大が大会新記録で優勝し、逆転優勝。しかし、劣勢が予想さ

れるなかよく善戦した大会だと思う。各大学とも 1、2年生の台頭が著しくしばらくは接戦が続くと思われ

る。来年の雪辱を期待している。 

 

－トラックの部－ 

110mH：昨年ワンツーフィニッシュし勢いをつけた第１種目。3年山口君がよく粘って 2位に食い込み、2年花

崎君が 5 位。山口君には年内には 14 秒台突入を期待したい。また、1 年高岡君はケガで欠場したが、けがを克

服し戦列復帰を果たしトリオで頑張っていただきたい。 

5000m：11:00には 35℃を超える過酷な条件でスタートした。昨年優勝の 4年桂君、堅実な走りの 3年平井君が

出場。レースは暑さを考慮してかスローペースで進行。最後は平井君と一橋大高島君のラスト勝負となったが、

あと一歩のところで抜ききれず惜敗。桂君も猛烈なラストスパートで 3位を確保した。駅伝はこの二人を中心に

チーム編成がされると思われるが奮闘を期待する。 

100m：持ちタイム 10 秒 61～10 秒 84 で誰が勝ってもおかしくない大接戦が予想された中、ランキング 6 位の

一橋大浅沼君が自己新の 10秒 78で優勝。特に後半の伸びは実に素晴らしかった。関西インカレでともに自己新

を出し期待された近藤君、喜多君は不調なのか 5位と 6位。奮起に期待する！ 

1500m：郷原、湯浅の 2年生コンビが出場。レースは下馬評通り大市大矢守君が終始レースをコントロールし順

当に優勝。郷原君は最後よく頑張って 4位。 

400m：47秒台の記録を持つ大市大松本君の独壇場と思われたが、高柳君が最終コーナーで並び最後まで松本君

を脅かし、惜敗ではあったが、自己新で 2位を確保した。高柳君は今シーズン走るたびに自己記録を更新してお

り、秋のシーズン、来年に向け大いに期待できる。また、400m は 50 秒台の選手がひしめき合っており、誰が

一歩抜け出し 49秒台に入るか楽しみは尽きない。 

4×200m リレー：3 点のリードで迎えた最終種目。大市大は強かった。昨年出した大会記録をさらに上回り 1

分 25 秒 46 の素晴らしい大会新で優勝し、総合でもこの種目で 11 点をもぎ取り逆転優勝。一方で、一橋の

猛追から逃げ切ることができた点は、今後につながるものだと思う。 

 

－フィールドの部－ 

＜跳躍＞ 

走幅跳：やや向い風の中で競技が開始され 3年金澤君、1年高松君が出場。高松君は 7ｍ17の自己記録を持

つが、入試のブランクからどれだけ復調しているかがキー。4人が 7ｍを越える記録を持ち熾烈な争いが予

想されたが、なかなか記録が伸びない。そんな中、高松君は心配をよそに 7ｍ12の好記録で優勝。金澤君

も 5位と奮闘した。 

走高跳：３年生コンビ小西君、金澤君が出場。小西君は 1m93の自己新を達成し優勝。この記録は身長を

36cmも上回る驚異的な記録であり、素晴らしい！の一語に尽きる。また、この日 2種目目の金澤君も 1m80

の自己新で 5位を確保。棒高跳への期待が高まる。 

棒高跳：この日 3種目目の 3年金澤君と 2年西田君が出場。金澤君は自己記録を 20cm上回る自己新を記

録し上位にランクされていた一橋大中山君を破り初優勝。西田君も何とか記録を残し 4位タイ。二人とも 

十種競技での今後の健闘を期待する。 

＜投擲＞ 

円盤投：昨年優勝の 2年高畑君と 4年太田君が出場。二人とも今季に自己記録を更新しており大いに期待

が膨らむ。高畑君は期待通り優勝したが、記録には本人も不満とのことでゆくゆくは 40mスロー出来る 

実力をつけてほしい。 

やり投：最後の三商大戦となる 4年太田君、西村君が出場。実力が抜きんでている一橋大田中君の牙城を 

崩すことは出来なかったが、西村君が 50m台の自己新を出すなど健闘し３、4位を確保した。 

砲丸投：やり投と同じメンバーが出場。なかなか記録が伸びない中、大市大の藤林君が“それいけいけ”と 

掛け声をかけ自己記録を 1m近く更新し優勝。砲丸が大きな弧を描いて実によく飛んだ。 

 

応援に駆けつけていただいたＯＢ・ＯＧの皆様ご声援ありがとうございました。酷暑の中、熱中症などもな

く無事終えられたことを嬉しく思います。また、主管校として見事に大会を運営していただいた現役諸君の

努力に敬意を表したいと思います。 

以上 


